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 希土類イオン含有サイアロン蛍光体の中性子回折測定を行い、希土類イオン周りの構造変

化を中心に調べた。7 配位のうち最も短い結合距離を持つ位置の酸素／窒素存在比が発光特

性に影響を与えていると考えられた。 
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１．目的 

 これまで耐熱構造材料として研究されてきたサイアロンが、現在蛍光体母体として盛んに

研究されている１）。酸窒化物固溶体であるサイアロンは、酸化物蛍光体より長波長側に励起

帯を持つ。これは窒素を含むためと考えられ、これまで全体組成の酸素、窒素量を制御する

ことによって発光波長を黄色から橙色まで連続的に変化させることができている。近年、実

際は全体組成よりも含有する希土類イオン周りの配位状況が発光特性に大きく影響を及ぼ

すことが明らかになってきた。しかしながら、XRD では酸素、窒素の区別ができないため、

希土類イオンの配位環境の詳細は分かっていない。本研究では、高分解能の粉末中性子回折

測定を行い、サイアロン蛍光体の希土類イオン周りの組成、構造を中心に調べた。加えて、

本研究では、将来的な展開として、サイアロン母構造物質が耐高温性のある良イオン伝導体

になる可能性がある為に本研究ではサイアロンの特徴を明らかにすることにも注目した。 

 

２．方法 

 希土類イオン含有サイアロン蛍光体のうち組成が少し異なり、それに伴い発光色が黄色と

橙色である２種類の試料(Ca,Eu)m/2Si12-mAlmO16-nNn を用いた。測定には回折計 HRPD を用い、10

Φのバナジウムセルに試料を充填し、室温で行った。解析にはプログラム RIETAN-FPを用い、

特に希土類イオン周りの組成、構造変化に注目して解析を行った。 

 

３．研究成果 

 解析の結果、両試料とも既存のサイアロンの構造モデルを用いて十分低い R 値を得ること

が出来た。サイアロン構造中で希土類イオンはアニオンの 7 配位構造をとり、短い 1 本と長

い 6 本の結合距離に分けることができる。それらのアニオンの酸素、窒素の占有率を精密化

したところ、短い原子間距離を持つアニオンにおいて、窒素含有量の割合が他のアニオンよ

り増加していた。黄色発光、橙色発光を示すサイアロン間で短い原子間距離を持つアニオン

の窒素含有量を調べると、橙色発光を示すサイアロン蛍光体で窒素含有量が多く、発光波長

の長波長化と対応していた。 

 

４．結論・考察 

 サイアロン蛍光体において、発光特性は発光中心と短い結合距離を持つアニオンの組成変

化に大きく左右されることが分かった。 
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